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まだまだ寒い日が続きますが、風邪など召されていませんか？ 

今月は教科書を考える呉の会～未来への架け橋～の定例学習会は開催しません 

でしたが、そのぶん 2 月 18 日に「広島県教育のつどい」へ村田と三井が出かけ 

て報告をしてきました。広島県各地の先生方に呉市の保護者の思いと会のことを 

知ってもらうために。 

村田が保護者の思いを熱く語りましたので、ご紹介します。 

 

無関心ではいられない！ 

私は、呉市で子育てをしています。子どもは、中学３

年、中学１年、年長の３名です。普段は、フルタイムで

仕事をしていることを言い訳に、子どもの教育に関して

は手抜きをしています。学校の役員もしておらず、参観

日や懇談に熱心に参加することもないので、学校の先生

方から見れば、つかみどころのない本音の分からない無

関心な親とうつっているかも知れません。 

 しかし、こんな私でも、今回の呉でおこった育鵬社教

科書採択問題は、さすがに見過ごすことはできない問題

であったことを、今日は先生方に知っていただきたくて

発言をお願いしました。 

ヒロシマに生まれて 

私は被爆２世です。中学生の時、深くヒロシマの原爆

について学び、修学旅行にやって来た他校の生徒への碑

めぐりボランティア活動などをする中で、自分がヒロシ

マに生まれた意味は何なのだろうと考えました。そして、

二度とこのような戦争をおこさない・ヒバクシャを出さ

ないためには、核兵器の恐ろしさを多くの人に伝えるこ

とだと思い至りました。 

 結婚し、子どもが生まれてからは、親としてこれだけ

はしっかり伝えたいと思い、子どもに鬱陶しがられなが

らも、平和について話し合う機会を大切にしてきました。 

育鵬社教科書を読んでみると… 

そんな中、降って湧いたのが、この教科書問題です。 

 育鵬社教科書の内容について、この間学習会を重ねて

きましたが、その間私が感じたのは、「絶対に子どもに

学ばせたくない教科書だ」という確信でした。私自身が

中学生の時、熱心に社会科の勉強をしていた訳ではなか

ったので、そのまま自分で読み進めると育鵬社教科書の

おかしさに気付けないのですが、皆で他社教科書と読み

比べると、その異常さが明らかになりました。育鵬社の

教科書ではわざと古い資料を使い、中国を「恐ろしい国」

とすり込み、防衛意識を高めようとしていること、核兵

器廃絶の記述よりも天皇賛美のコラムが多いことなど

問題点が次々に見つかります。平和な世界を築くために

は、対話と協調が必要だと私は考えますが、この教科書

で学ぶと、「威嚇・戦力こそ大切だ」と思いこむ可能性

があると感じました。育鵬社市販本には、執筆者の考え

として、「歴史ではなく国史を子どもたちに伝えるべき

だ」と記されていました。私は国史という言葉を知らな

かったのですが、その執筆者によると「自国に対して誇

りを持てるようにする」のが国史だということです。子

どもに愛国心を持たせ、国の言いなりになる人材を作り

たいのでしょうか。親としてそんなのはごめんです。 

やっぱり渡せない、こんな教科書 

 子どもには引き続き、平和を地道に希求する人になっ

て欲しいと伝えていくつもりですが、子どもに対する先

生方・学校の影響力は絶大です。先生方に育鵬社の教科

書についてそのまま伝えられてしまうと、子どもは素直

に受け止めてしまいます。そうなると我が家では間違い

なく親子ゲンカ勃発です。 

 私たちも保護者として育鵬社教科書を次回採択させ

ないために全力で取り組んでいきますので、先生方にも

育鵬社の教科書の影響が子どもにおよばない工夫をし

ていただければ幸いです。 

  

教科書を考える呉の会～未来への架け橋～ 

        第 ３ 号  

その後、三井が９月１日教科書採択からの会の動きをお話し、入会を訴えました。つどいの行われた２

日間でなんと２４名＋１団体のご入会をいただきました！ありがたい～ 



   会員の方から「ひとことを」とリクエストをいただきました！ 

                              毎号掲載しま～す 

     教科書は子どものものです。 

この国と子どもの未来に大人の思惑をさしはさむことは許されません。 

                                ペンネーム浦島太郎（教師） 

 
 
 
  ち 教科書を考える呉の会～未来への架け橋～ 

 定例学習会です！ 

第３回「神話と伝承を読み比べてみよう」 
日 時：2012 年３月 18 日（日）14：00～16：00 
場 所：西教寺（駐車場もあります） 

ん？ 国語の時間じゃないよね？  

歴史の教科書に神話が載ってるってほんと!? 
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 教科書を考える呉の会～未来への架け橋～ 

 定例学習会です！ 

第４回「子どもの権利を読み比べてみよう」 
日 時：2012 年４月 22 日（日）15：00～17：00 
場 所：西教寺（駐車場もあります） 

奇しくもこの日は 1994 年、日本が子どもの権利条約に

批准した日なんですって 

 
 
 

 
 
 

 今回のニュースはお伝えしたいことがいっぱいあって、A3 判でお送りしました。細かい字が多くて大

変かもしれません、ごめんなさい。読前読後はビタミン A をご摂取下さいませ。  

 当ニュースでは、会員の皆様からの投稿や質問をお待ちしております。 

次回は第３回学習会の報告ができると思います。 

 

教科書を考える呉の会～未来への架け橋～では会員を大募集中です 

教科書配布まで２ヶ月をきりました 

卒業・入学祝い、進級祝いと出費もかさむ季節ですね 

お祝いの言葉とともに 

ご近所、ご親戚に当会への入会をお勧めいただければ幸甚です 

お待たせしました～！

４月もやりますよぉ 


